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虚血性大腸炎の好発部位は下行結腸～Ｓ状結腸
であり, 右側結腸は非常に少ない�)｡ その原因に
ついては諸説があるものの特定されない事が多い｡
今回, 我々は動脈硬化, 心房細動によって惹起さ

れた微小血栓症が関与したと考えられる盲腸虚血
性大腸炎の 例を経験したので報告する｡
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症例：!"歳 男性
主訴：貧血
既往歴：肺癌にて肺部分切除術
約#年前に肺癌の手術を受け, 以後定期的に
フォローされていたが, 急激な貧血進行のため呼
吸器内科から当科へ転科入院となった｡
家族歴：特記すべきことなし
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今回, 盲腸腸間膜対側部に発生した一過性虚血性大腸炎の 症例を経験した｡ 症例は!"
歳, 男性：主訴は貧血であり, 入院後第6病日に大腸内視鏡検査を施行したところ腸間膜
対側の盲腸に不整形潰瘍を認め生検組織診断の結果は大腸粘膜の陰窩上皮は立ち枯れ状変
化を示し, 杯細胞の減少を認めたため虚血性腸炎と診断した｡ 一般に虚血性大腸炎の好発
部位は下行結腸～Ｓ状結腸であり, 右側結腸例は非常に珍しい｡ 本疾患の発症原因は血管
側因子としては動脈硬化に伴う血管の狭小化・血栓・塞栓・血管炎・血管攣縮などが, 腸
管側因子としては便秘・下痢などの腸管蠕動亢進や細菌関与などが指摘されている｡ 自験
例では病変が腸間膜対側に分布しており, 低血圧状態もなかった事から心房細動に伴う微
小血栓による塞栓がその発症機序として考えられた｡ なお自験例は外科的切除を行わずに
絶食下点滴治療にて軽快した｡
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